
長 野県
埋 蔵 文
セ ンタ
年報

2 0 0 9 

財団法人長野県文化振興事業団

長野県埋蔵文化財センター

イじ財

26 



長野県埋蔵文化見守センター年報部

200 9 

財団法人長野県文化振興事業団

長野県埋蔵文化財センター













目次

口絵写真

。佐久市西一里塚遺跡群土偶形容器

-佐久市西近津遺跡群 「美濃国」刻印土器

・佐久穂町小山寺窪遺跡 人形木製品

ー佐久市 地家遺跡 「石井寺」と書かれた墨書土器

@佐久市地家遺跡 板碑

目次

1 2009年度の埋蔵文化財センタ _0.5.'''.0.・・・ 1

E 発掘作業の概要.."."""・.....................2

( 1 ) 沢田鍋土遺跡。..・・・@・・・~. . . . . . " . " . " D C・・圃・ 3

( 2 )上五明条里水田祉.".."..."."""..".""...・ 6

( 3 ) 鎌田原遺跡・・・・・ B・・・・ "，.00."・・・・・・・・・・・・・固 9

( 4 ) 近津遺跡群・ ".0"・・・・・・・...................10 

( 5 ) 周防畑遺跡群・・・"..".・・・・・・"""."c.."".."・12

( 6 ) 地家遺跡....""・・・・・・・田町・・・・・・・・・・........13

(7)小山寺窪遺跡............................16 

( 8 )満り久保遺跡...."・@・・.................. .18 

( 9 ) 下村遺跡 (鷲ヶ城跡)...園・・・・・・・・.......20

国 本格整理作業遺跡一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・園・・・22

( 1 ) 柳沢遺跡。千田遺跡・・・0・a・@・・・ーー・・・.....23

( 2 )東保遺跡・峯謡坂遺跡""."0..".. Q・......26

( 3 ) 力石条里遺跡群・・・・・".."・・・・・・・・・ e・・ a・・・・27

( 4 ) 西一里塚遺跡群..・・・・・・..・ ".00.."."..".・・28

( 5 ) 西近津遺跡群.".."..."・・ 0・・・・・・・@・・ e・・・・・29

N 普及公開活動の概要

(1) 展示会 講演会・@田・・・・・・ a・・・ 0・・・・・..".・ 0・31

( 2 ) 現地見学会・・・・・・・・・・・・・・・ 0・・ 0・・・・・・・・・・・.32

V 研修、資料調査などの概要。...."..0...."..・33

(1) 講師招聴などによる指導・・・・ 0・・・・・ 5・・固・・33

( 2 )全埋協等への参加.......................34 

( 3 ) 研修および資料調査・・・・・・・・・ーー・@・・・・・図・34

( 4 ) 学会・研修会などでの発表・・・・・・・@・・・・・35

( 5 )市町村。関係機関などへの協力." . . " ~・・ 36

( 6 )学校関係への協力・指導・園 ..0."・・0・..・・・37

( 7 ) 資料の貸し出し .....00・・・ー・・・・・・・・・・・ー....37

VI 組織@事業の概要.....・・・@・...・ e・・・・ 5・・・・@・ .39

( 1 )組織

( 2 )職員

( 3 )事業



@ 
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1 2009年度の事業概要

今年度は6件の開発事業にかかる発掘。整理作

業を受託し、速報展等の自主事業を行った。

発掘作業のうち、調査の対象となった遺跡は14

か所、総面積77，000ばである。また、 16遺跡の整

理作業を進め、報告書は4冊刊行した。事業費総

額は644，635千円(対前年度比14%減)である。

以下、発掘成果を中心に時代ごと概観してみる。

瞬間石器時代 麦草峠の束、大石川が千曲J11に合

流する段丘上にある満り久保遺跡(佐久穂町)では、

槍先形尖頭器の欠損品や剥片、細石刃核などが出

土した。信州産黒曜石については黒曜石フォーラ

ムを中心として継続的な調査研究が行われている。

本遺跡は、八ヶ岳北東麓の旧石器時代原産地周辺

遺跡として貴重な資料を提供することになった。

翻縄文時代 中期中葉の炉体土器を据えた竪穴住

居跡がある地家遺跡(佐久市)では、晩期末(弥

生前期)の壷形土器も出土した。昭和46年の調査

で条痕丈系壷形土器と共に人骨や牙状装身具が発

見された月明沢岩陰遺跡が本遺跡、に北隣二している。

盤弥生時代 中部横断道関連の市道拡幅に伴い調

査した閤関畑遺跡群(佐久市)では、箱清水段階

の竪穴住居跡2軒を検出した。本遺跡は数次にわ

たり佐久市教育委員会及び当センターの調査が行

われている。浅間山山麓台地の地形環境を踏まえ

た集落景観の復元が待たれる。

麟古墳時代 調査3年目を迎える近津遺跡群(佐久

市)では、田切台地上に埋没していた旧地形の状

態を把握することができた。佐久市域では数少な

い古墳前期の集落は、田切の高位面のみならず低

位面に向かう緩斜面にも分布するようだ。県道長

野上田線関連の上五日月条里水田土l上(埴城町)は、古

墳後期の集落がみつかっている。出j甫沢 a 小野沢

の古墳群や昨年度出土の埴輪との関連が興味深い。

輔奈良@平安時代北陸新幹線関連の沢田鍋土遺

跡(中野市)は、 8世紀の土器工房跡や粘土採掘

坑、土師器焼成遺構ーなど、奈良時代の土器製作に

関わる遺構が「井」の刻書須恵器などを伴ってみ

つかった。昨年調査した立ヶ花表遺跡の須恵器窯

跡をはじめ、高丘丘陵一帯に広がる「高井」の古

窯杜群と密接な関係がありそうだ。上五日月条里水

田士止では、鍛冶関連遺物と共に10世紀代の杯類が

大量に出土した大形竪穴住居跡を検出した。周辺

には同時期の土器集積遺構や 6個一組の鉄鐸や八

稜鏡をもっ住居跡もある。一帯は該期集落の中心

部を占めることは間違いない。性格の解明が待た

れる。その他、鎌田原遺跡(小諸市)、近津遺跡群、

地家遺跡なとにも平安時代の小集落がある。

輯鎌倉@室町時代 1582 (天正10)年に消失した

旧長命寺跡と目される地家遺跡では、現二王堂ヘ

続く谷間の傾斜地を平坦に造成して建物を配置し、

その西側から北側の傾斜面を墓地に利用するとい

う空間構成が明らかとなった。建物は礎石柱や竪

穴が中心だが、今のところ性格はわからない。一

方、墓域には鎌倉時代の骨壷を納めた火葬墓のほ

か土葬墓もあり、板碑や五輪塔が出土している。

谷間を流下する溝には人形や下駄なとの木製品が

廃棄されたようだ。人形は小山寺窪遺跡(佐久穂

町)でもみつかっている。角柱状の木片に烏帽子

を刻んた 4体で、ひとつの土坑からまとまって出

土した。集落の家屋は、 3x 3間庇付きの掘立柱

建物や床中央に火床を設けた竪穴建物などいたっ

て平凡だが、深さ 1mを越える薬研堀が横断し、

遺跡の理解を難しくしている。

盤戦国時代 三遠南信道に関わる竜東の鷲ヶ城跡

(飯田市)で、は郭部分の調査を行った。尾根を東西

に分断する空堀により主郭と二郭で構成されてい

たことはわかったが、肝心な遺構面は削平されて

いた。城郭南側の切岸下に築城以前の墓地がある。

銅二見・銅鐸を発見した柳沢遺跡(中野市)では、

本年度から本格的な整理作業を始めた。青銅器埋

納坑の北にある蝶床木棺墓群は、構造や出土遺物

の分析から、銅文司銅鐸と密接な関係をもっ可能

性が高まった。同じく、本格整理を関始した西近

津遺跡群(佐久市)では、律令時代の大集落の性

格を考究する新たな資料として、県内 8例目の

「美濃国」刻印須恵器が加わった。

報告書は、全国的な注目を集めている竹佐中原

遺跡(飯田市)旧石器時代編をはじめ、社宮司遺

跡(千曲市)六角木瞳保存修復編、月岡遺跡(中野

市)、 j11路大明神原遺跡(飯田市)を刊行した。

その他自主事業として、新たに考古学チャレン

ジ教室を聞いた。夏休み期間中、勾玉作りや拓本

に挑む子供たちの真剣な眼差しが印象深かった。



E 発掘調査の概要

遺跡名 場所 事業名 面積(ぱ) 調査期間 時代・内容 主な遺物

縄文時代粘土採掘坑奈良時
旧石器時代:石器(ナイフ形石器)

縄文時代・土器、石器(石鍛) 奈

沢きわ田だ鍋なべっ士ち 4月16日~
代:竪穴住居跡(工房跡)、溝跡、

良時代土師器、須恵器、その他
中野市 北陸新幹線 7. 346 

9月30日
土坑、土師器焼成遺構、粘土採掘

(窯壁破片) 中世内耳土器近
坑中世:粘土採掘坑不明:掘

世以降? 金属製品(鉄鎌、鉄釘)
立住建物跡、焼土跡

不明:木製品(杭)

古墳時代竪穴住居跡、掘立柱建
古墳時代土師器均二費、須恵器

か上み五ごみ明ょうじ条よう
長野上回線 4月3日~ 物跡平安時代竪穴住居跡、畝

杯、石製品(白玉) 平安時代:

坂城町 1. 654 土師器斐・杯・羽釜、須恵器均，.
里り水すいで田ん社し 力石バイパス 7月22日 跡古代溝跡、焼土跡中世

妻、灰粕陶器、緑紬陶器、転用硯、
土坑

金属製品(万子、釘、青銅製品)

鎌田原

小諸市大字 中部横断
4.360 

9月30日~ 平安時代竪穴住居跡時期不
平安時代土師器、鉄製品

御影新田 自動車道 11月4日 明土坑

縄文時代土器、石器(打製石斧、

近ちか津っ 佐久市長土目 8.540 
4月6日~ 古墳時代竪穴住居跡、竪穴状遺構 石鍛) 古墳時代土器、石器(砥
12月21日 平安時代竪穴住居跡 石、管玉) 中世金属器(銭貨、

不明鉄製品)

周すほ防う畑ぱた 佐久市長土呂 2.550 
9月14日~ 弥生時代竪穴住居跡、掘立柱建

縄文~弥生時代土器・石器
12月21日 物、土坑、小穴

北裏 佐久市伴野
300 4月14日~

縄文~弥生時代土器・石器
(確認調査) 5月11日

4月3日~
旧石器時代槍先形尖頭器縄文

ひ東がしや山ま 佐久市伴野 13.820 中世:溝跡 時代:土器、石器弥生時代土
10月2日

器中・近世陶磁器

た高か尾おA 佐久市前山
7.l70 5月1日~ 旧石器時代

旧石器時代:台形石器
(確認調査) 8月5日 時期不明:土坑

400 H22年げ月つめ明い沢ぎわい岩わか陰げ 佐久市大沢
(確認調査)

3月8日~ 弥生時代岩陰 なし

3月26日
中部横断

縄文時代土器・陶器(深鉢)、石
自動車道 器・石製品(石銀、打製石斧、事j

片縄文~弥生時代・土器・陶器

縄文時代ー竪穴住居跡縄文~中 (鉢)、弥生時代土器・陶器(妻、

近世時代土坑弥生時代方形 査)奈良平安時代土器・陶器

地家 佐久市大沢 6.300 
4月13日~ 周溝墓平安時代竪穴住居跡 (杯、椀、護、査、鉢、蓋)、金属

12月21日 古代~中近世焼土跡中世竪 器(刀、鉄津)中世時代土器・陶
穴状遺構 、礎石建物跡 器(古瀬戸、美濃須衛、かわらけ、

内耳鍋)、石器・石製品(板碑、五

輪塔、石鉢)、金属器(銭貨、鉄釘、

鉄棒ほか)、木製品(下駄、板状木

製品、ほか)、骨(人骨)

さん枚まい平ぴら 佐久市湯原
900 7月13日~

三 B (確認調査) 8月11日

佐久穂町 4月6日~
古代竪穴建物・住居跡古代~

古代:土師器、須恵器小こや山ま寺てら窪くlま 13.610 中世掘立柱建物跡、土坑(柱穴
高野町 12月8日

群、柵列を含む)、溝跡
中世ー陶磁器、木製品

満り久保 佐久穂町畑 6.250 
9月1日~ 旧石器時代ブロック 時期不 旧石器時代・石器(槍先形尖頭器、
12月10日 明溝跡 細石刃核)

下しも村むら 飯田市千栄 飯喬道路 3.800 
4月13日~

中世堀跡、土坑、墓坑
中世.瀬戸美濃皿、内耳土器、近

7月28日 世以降陶磁器、金属器(煙管)

中部横断
日22年

北裏 佐久市伴野 表土剥ぎ 3月l日~
自動車道 3月31日

かみた滝き H22年上- 中部横断

な中かた滝き ・下しもた滝き
佐久市湯原

自動車道
表土剥ぎ 3月8日~

3月26日

佐久穂町 中部横断
H22年

奥おく日ひか影げ 表土剥ぎ 3月l日~
高野町 自動車道 3月31日

佐久穂町 中部横断
H22年

馬越下 表土剥ぎ 3月8日~
大字千代皇 自動車道 3月26日

-2-



開決臨輯:t遺

(北陸新幹線施設建設関連)

所在地及び交通案内:中野市大字立ヶ花字鍋土

上信越自動車道中野 1Cから立ヶ花橋方面に向

かつて最初の角を左折し、上信越自動車道沿に

長野方面へ約500mの地点。

遺跡の立地環境:千曲川と篠井川が合流する高丘

正陵の東向き斜面。

発掘期間等

調査期間

21. 4. 16~9. 30 

検出遺構

調査担当者

鶴田典昭、白沢勝彦

賛田明、大沢泰智

遺構の種類 数 時期

竪穴住居跡(工房跡) 6 奈良

掘立柱建物跡 1 不明

i葺跡 31 奈良、近世以降

土坑 105 奈良、近世以降

土師器焼成遺構 3 奈良

焼土跡 1 不明

粘土採掘坑 23 縄文中・後期、奈良、中世
し

出土遺物

遺物の種類 詩期・内容

土器陶磁器 縄文中・後期(深鉢)、奈良(土師器棄・杯、

須車、器杯)、中世(内耳土器)

石器 旧石器(ナイフ形石器)

縄文(石敏、打製石斧)

金属製品 近世以降? (鉄鎌、鉄釘)

木製品 不明(杭)

その他 奈良(窯壁破片)

奈良時代の土器工房跡

今年度は②~⑤区の調査を実施した(図 3)。

このうち、③・⑤区は撹乱・削平の影響を受けて

おり、隣接する昨年度調査区の①区と合わせて遺

図2 沢田鍋土遺跡の位置 (1: 50，000中野)

100m 

出 H21年度調査車

図3 調査区の位置と範囲

構。遺物は既に残存していない状況が明らかと

なった。

②区では奈良時代の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、

溝跡、土坑、土師器焼成遺構、粘土採掘坑を検出

した。遺構は調査区の中央部に広がる粘土採掘坑

から東側の範囲に多く分布し、調査区外の北~東

側へとさらに続くようである。粘土採掘坑は奈良

時代の竪穴住居跡と重複し、縄文時代中・後期の

土器、中世の内耳土器が出土するなど、奈良時代

以外の時期にも粘土が採掘された可能性がある。

④区は狭い範囲の調査ではあったが、粘土採掘

坑と土坑を検出しており、調査区の北端に位置す

-3-



る粘土採掘坑からは、奈良時代に帰属する数個体

分の土師器蓋の破片が出土した。

竪穴住居跡と付属する溝跡 ②区で検出された4

軒の竪穴住居跡は、それぞれ弧状の溝跡に固まれ

ていた(図 5)。竪穴住居跡に溝跡が付属するよ

うな状況がみられることから、竪穴住居跡と弧状

の溝跡は一体で機能し、弧状の溝跡は竪穴住居跡

の付属施設であったと推測される。

土器工房跡 8軒中、 5軒は床面中央に炭・焼土

が広がり、粘土塊が出土し、ロクロピットやオン

ドル状施設が付属するなど、通常の竪穴住居跡と

図4 工房跡と考えられる竪穴住居跡 (SB 103) 

S B103は工房跡の良好な事例である(図 4)。

異なるいくつかの特徴をもっO 須恵、器の工房跡と 東壁の一部が調査区外へと延びるが長軸 6m、短

される竪穴住居跡に、共通した特徴を備えている。 軸 5mほどの規模で隅丸長方形を呈する。東。

沢田鍋土遺跡では、土師器焼成遺構が検出されて

いるので、工房跡では須恵器とともに土師器も製

作された可能性があろう。工房跡には切り合いが

認められることから、須恵器と土師器はある程度

の期間にわたり製作されたといえる。残る 1軒は

小形で、上記のような特徴はみられないが、工房

跡と同一範囲に分布するなど、工房跡との関係を

検討していく必要がある。

南個西壁際にはi幅広の周溝が廻り、北側は壁際で

はなくカマドの南側を通過する。カマドは北壁中

央にあり(図 4手前)、底面には土師器の査の破

片が敷かれていた(図 6)。破片の下部は溝が掘

り込まれ、カマドの南側を廻る周溝と連結するこ

とから、周溝とカマドはオンドル;1犬の施設を構成

していたと考えられる。南壁付近に位置する 2基

の柱穴脇には円形で、直径30~40cm、深さ 30~50cm、

図5 弧状の溝跡に固まれた竪穴住居跡
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図6 ~警の破片が敷かれたカマド (S B 103) 

断面形状がロート状を呈するロクロピットがあり、

そのうち 1基はピット上部の壁に、土師器の小破

片が貼り付けられていた。床面は、ほほ中央に

80cm X 60cmの範囲で、焼土が広がる。住居の北西

コーナー付近と南西コーナー付近では、粘土塊が

出土しており、周辺の粘土採掘坑(図7)で採取

されたものが持ち込まれたと思われる。 SB 103 

は粘土を採掘坑から採取し、ロクロで須恵器や土

師器を製作した工房跡の可能性が高く、オンドル

状の施設も例えば乾燥など、製作に関わる何らか

の施設と推測しておきたい。

広カずる粘土採掘坑 ②区の粘土採掘坑はアメー

ノfー状に広がり、面積は約836ぱを測る(図7)。

掘削された粘土層の深さは平均20cmで、概ね167

rriの粘土が採掘されたと推定される。採掘坑の底

面には大小の不整円形。楕円形を呈する掘り込み

が集合する部分と、掘り込みがあまり認められな

い部分があり、場所により掘り方が異なる。この

違いは採掘方法の違いや、冒頭で述べたように採

掘時期の違いといった可能性が考えられる。

沢田鍋土遺跡が位置する高正丘陵は、「高井

郡」における須恵器生産・供給の拠点で、 7世紀

後葉から 9世紀末葉に所属する須恵器の窯跡が約

50基確認されている。今年度の調査で、その一面

から粘土採掘坑と土器工房跡と推測される遺構が

検出された意義は大きい。沢田鍋土遺跡は周辺の

須恵器窯跡とともに評価されるべきで、工房跡と

粘土採掘坑。土師器焼成遺構・須恵器窯跡の関係

を検討するにあたり重要な遺跡となろう。

来年度は、報告書刊行に向けた本格的整理作業

に着手する予定である。

図7 ②区に広がる粘土採掘坑
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(郡上蓋明義盟水関i.d:

(県道長野上回線力石バイパス関連)

所在地及び交通案内:坂城町上五明宇中村

県道長野上回線を村ー上交差点から長野方面へ約

500m向かった北西側

遺跡の立地環境:千曲川左岸の沖積地

発掘期間等

調査期間

21. 4. 3~7. 22 

検出遺構

遺構の種類

竪穴住居跡

掘立柱建物跡

i弄跡

土坑

畝跡

焼土跡

@ 

調査担当者

西香子寺内貴美子

鈴木時夫

数 時期

39 古墳平安

2 古墳

7 古墳~古代

195 古墳~中世

2 平安

10 古墳~古代

図8 上五明条里水田祉の位置 (1: 50，000坂城)

出土遺物

遺物の種類 時期・内容

土器・土製品 古墳(土師器杯・護、須恵器杯)、平安(土

師器翠・ 1不・羽釜、須恵器均二・妻、灰柑陶

器、緑紬陶器、転用硯)

金属製品 平安(万子、釘、青銅製品)

石製品 古墳(臼玉)平安(玉・砥石)

密集する集落跡

発掘調査の最終年となった今年度は、調査区の

南東端で、力石バイパスが県道長野上回線に接する

④b . C区で平安時代と古墳時代の調査を実施し

た。

国9 上五明条里水田士止調査区 (l : 5，000) 
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平安時代

後世の盛土もあって地表から 3m以上深い所が

調査面となった。そのため掘削する土の量が多く、

その置場。運搬に難儀する調査となった。

平成19年度に調査した隣接する④a区の平安時代

(10世紀後半~ll世紀初頭)の集落につづく遺構

が調査区全域で検出され、竪穴住居跡は14軒みつ

かった。

これまでの調査で竪穴住居跡は一辺 4~5m前

後のものが多いなか、東西7.1m )<南北9.3mの大

形住居跡が検出された(図10)。この住居跡の覆

土からは非常に多量の土器片が出土した。土師器

均二などを中心に、須恵器-灰手由開器・緑粕陶器な

と守がみつかっている。さらに柱穴などの付属施設

からも多くの土器が出土し(図12)、大形住居跡

出土の土器を収納する箱数は30箱を超えた。これ

は、今年度出土したすべての土器の量の約半分を

図10 平安時代の大形住居跡

図12 大形住居跡柱穴の土器出土状況

占めている。

また鉄製品や鉄淳・羽口などの鍛冶関連遺物が

この住居跡を含め周辺の遺構から出土しているが、

大形住居跡内から鍛冶炉跡がl基みっかり(図11)、

ここで鉄製品の製作が行われていたことが分かつた。

この他に、土師器杯などが集中している箇所が、

調査区の中央に近い場所で、みつかった(図13)。

全部で5か所検出されたが、出土位置に規則性は

みられなかった。いずれも明確な掘りこみは確認

できなかったが、合わせ口状態で出土したものも

あった。出土した土器の数は、多い所で20個体分

以上が出土している。

10世紀後半~ll世紀初頭の竪穴住居跡や土坑は、

④区の他に② a~d .e区と③b. c . g . i区か

ら、平成19・20年度の調査で、みつかっている。こ

の時期の比較的大きな集落が自在山(岩井堂山)

の麓に広がっていたことが推察される。

図11 鍛冶炉跡

図13 土器集中
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古墳時代 ぶりで肩平な円楳を使用している様子も確認され

平安時代の集落が検出された面より下層からは た。

古墳時代(6世紀頃)の遺構が検出され、調査区 この時期の竪穴住居跡や掘立柱建物跡は、平成

全域から竪穴住居跡17軒や土坑なと守がみつかった。 19・20年度に調査した③b.c自 i区でも確認されて

カマドが残っている竪穴住居跡では、北東側壁 おり、調査区の南東に古墳時代の集落が集中して

の中央付近に設置されていることが多い。また、 いたと考えられる。

平安時代のカマドで使用されている牒と比べ、大

図14 竪穴住居跡 図15 土器出土状況

図16 自在山の麓を通るバイパス予定地
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かまたはら

時)

l 
(中部横断自動車道関連)

所在地及び交通案内:小諸市御影新田

上信越自動車道佐久ICの北西1.5kmo国道141

号線東側の佐久市境。

遺跡の立地環境:浅間山麓に広がる火砕流台地上

に立地。

発掘期間等

調査期間

21. 9. 30~ 11.4 

検出遺構
「一一一一一一一一一一
遺構の種類

竪穴住居跡

土坑

出土遺物

調査担当者

大竹憲昭・楼井秀雄寺津政

俊・清水梨代・大沢泰智

時期

平安

時期不明

遺物の種類 | 時期内容

土器 |平安(土師器)

鉄製品 |平安(不明)

平安時代の小集落跡

本遺跡は平成13・14年度にも計9.800ぱの発掘

調査を実施しており、今回は、前回調査区の南西

約500m離れた4，360ぱが調査対象となった。

まず、重機により幅約 2mのトレンチを基本的

に4m間隔で掘削し、遺構を確認した部分を面

的に広げるという調査方法をとった。その結果、

平安時代の竪穴住居跡3軒および時期不明の土坑

2基を検出、調査を行なった。竪穴住居跡は 3軒

とも南東コーナーにカマドが構築されたものであ

り、平安時代でも後期に位置づけられる。

平成13・14年度の調査区では、 10軒の竪穴住居

跡を調査したが、古墳時代前期のもの 8軒と古墳

時代後期のもの 2軒であり、今回調査した住居跡

図17 鎌田原遺跡の位置 (1: 50.000小諸)

とは時期が異なる。

コーナーにカマドを構築する平安時代後期の住

居跡は、この佐久市近津遺跡群の本遺跡寄りの調

査区からも検出されている。行政区域が異なるた

め、別遺跡名となってはいるが、佐久市近津遺跡

群とは同じ田切り台地上に立地し、西に隣接する。

本来は一連の遺跡と理解できるため、距離の離れ

ている前回調査区よりは、むしろこちらとの関連

性の方が強いと考えられる。

なお、前回調査区と今回の調査区の間にある産

廃処理場及び民間会社の倉庫部分についてはその

建設に先立ち、小諸市教育委員会による試掘調査

が実施されているが、遺構は確認されていない。

計3ヵ年に及ぶ発掘調査により、古墳時代前

期ー後期、平安時代の住居跡が検出されたが、そ

のいずれの時期も、散在する小規模な集落跡であ

ることが理解できる。

図18 平安時代住居跡のカマド
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(4) i荘

(中部横断自動車道関連)

所在地茨び交通案内:佐久市長土呂

上信越自動車道佐久ICの北西l.5kmo国道141

号西側の小諸市境。

遺跡の立地環境:浅間山麓に広がる火砕流台地上

に立地し、湧玉川による田切りに面する。

発掘期間等( )内は総計

調査期間 調査担当者

虞瀬昭弘寺津政俊

清水梨代

検出遺構( )内は総計

遺構の種類 芸文 時期

竪穴住居跡 23 (46) 古墳前期 王子安

竪穴状遺構 3 (4) 古墳前期ほか

土坑 7 (36) 

焼土跡 6 (8) 

出土遺物

遺物の種類 時期・内容

土器類
縄文(早・中期)、古墳(棄・壷・高j不・台

付斐など)、平安(羽釜など)

石器類 打製石斧、石倣、砥石、管玉

金属器類 銭貨、不明鉄製品

図20 上空から見た近津遺跡群(西から)

図19 近津遺跡群の位置(1: 50，000小諸)

田一切りの縁に造られた古墳前期の村

浅間山の裾野には厚い軽石流堆積物に覆われた

火砕流台地が小諸市・御代田町から佐久市北部

にかけて広がっている。この台地は河川の浸食に

より 10mを超す崖をつくり田切り地形を発達させ

ている。

火砕流台地の末端付近にあたる佐久市長土呂地

区には弥生時代後期から古墳ー平安時代にかけて

の遺跡が数多く分布している。近津遺跡群もこう

した遺跡群の一つで、北側を湧玉J1Iの田切り崖、

南側を浅い田切り谷に画された北東から南西へ細

長い台地上に広がる。

近津遺跡群の調査は湧玉川の田切りに沿った延

長700m程の台地縁辺部が調査対象となり、調査

は平成19年度からの継続で、今年度で調査対象地

全ての調査が終了した(第22図上)。

近津遺跡群は今までの調査や佐久市教委による周

辺部の調査により、古墳時代前期・平安時代後期

を主体とした集落跡であることが明らかにされて

きたO 今年度の調査でも、この遺跡の特徴が裏付

けられた(第22図下)。

古墳時代前期の遺構は、今年度17軒の竪穴住居

跡、 1基の竪穴状遺構などが検出され、住居跡は

総計で29軒となった。遺構は調査区の中央から西

側の 5~7 区に多く、特に今年度調査の 6 ・ 7 区

の高位面から埋没田切の低位面に向かう緩斜面に

まとまる傾向がうかがえる。住居跡に重複はみら

れないものの非常に近接したものもあり、ある程
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度の時間差が想定される。

この時期の住居跡には床面に炭化材が残された

ものが多い。炭化材は上屋構造を示している状況

ではなく、住居廃絶時に上屋を壊して火をかけた

ものかもしれない。

平安時代の遺構は調査区内に散漫に認められ、

今年度の調査では高位面の 5区で5軒の住居跡が

検出された。殆どが南東コーナーにカマドを構築

するもので、今まで検出されていた該期の住居跡

と同じ構造を示している。

近津遺跡群の古墳前期・平安後期を主体とした

集落形成は同じ台地上に隣接する西近津遺跡群な

どの状況とは大きく異なり、西近津遺跡群などで

集落が明瞭でなくなる時期に近津遺跡群で集落形

成が活発化している。

佐久地域では広い台地上につくられた弥生後期

の集落が古墳前期には継続せず、河川や田切りの

縁などに分散・小規模化することが知られている。

近津遺跡群の調査もこの状況をあらわす好例とな

ろう。一方、平安時代の遺構は類似した住居構造

図21 住居床面の土器と炭化材

を示し、同一時期の遺跡形成の可能性が考えられ

る。

今後の整理作業において、より詳細な遺跡形成

状況が明らかにされ、周辺の遺跡群との関係など

も検討されることが期待される。

図22 近津遺跡群の調査範囲 (1: 10， 000) と遺跡全体図 (1 : 4，000) 
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すほうばたいせきぐん

(事)

(中部横断自動車道関連)

所在地忍び交通案内:佐久市長土呂

]R佐久平駅の西方約500mo

遺跡の立地環境:浅間山麓に広がる火砕流台地上

末端から、濁川による氾濫低地に立地する。

発掘期間等

調査期間

21， 9. 14~ 12.21 

検出遺構

遺構の種類

竪穴住居跡

掘立柱建物跡

土坑

小穴

出土遺物

数

2 

1 

7 

調査担当者

庚瀬昭弘鈴木時夫

大沢康智

時期

弥生後期

遺物の種類| 時期内容

土器・石器 |縄文~弥生

流れ山につくられた弥生後期の住思

周防畑遺跡群は佐久平駅西側に位置する遺跡で、

浅間山の火砕流台地の末端から濁川の氾濫低地に

図24 周防畑遺跡群全景(西から)

かけーて広がる遺跡群である。

周防畑遺跡群では平成18・19年度に中部横断自

動車道本線部分の調査が当センターによって実施

され、 ]R小海線北側で、は弥生後期・平安時代を

主体とした集落跡が調査され、今回調査区の西側

にあたる小海線南側では弥生後期の住居跡や円形

周溝墓などが発見されている。

今年度の調査は東西約200m、南北14m程と細

長く、中央部の水路を挟み東西に分かれる。

西側の調査区では、弥生後期の住居跡2軒、掘

立柱建物跡1棟などの遺構が、浅間山の山体崩壊

の岩屑ながれによる「流れ山」を基盤とした範囲

で検出された。この範囲は、濁川氾濫域の中でも

やや高い部分にあたり、弥生後期の遺構は氾濫低

地内の微高地やこうした「流れ山」を基盤とした

高台を選ぴ住居占地している。

一方、東側の調査区は、両端が「流れ山」の末

端にあたり、その聞は濁JIIの氾濫低地になってい

ることが明らかになり、遺構は存在しなかった。

西側の「流れ山」末端では、上音防当ら廃棄された

土器が比較的まとまって出土した。

今年度の調査では当時の水田遺構など生産域に

関する遺構は明らかにされなかったが、住居など

の遺構と地形環境との関係が把握されたことは意

義があろう。
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(的措家運購

(中部横断自動車道関連)

所在地及び交通案内:佐久市大沢地家ほか

国道141号線本新町交差点から西約1.3km。

遺跡の立地環境:野沢地区を見下ろす西から東に 図25 地家遺跡の位置 (1: 50，000臼田)

向かつて伸びる尾根の東向き斜面。標高705~ 出土遺物

125m。北側の尾根部と南側の谷部とからなる。

発掘期間等

調査担当者

中野亮一、若林卓、古賀弘一

藤松慎一郎、費回明、内堀団

調査期間

21. 4. 13~ 12. 21 

検出遺構

遺構の種類 数 時期

竪穴住居跡 9 縄文中期、平安

方形周溝墓 1 弥生後期

竪穴状遺構 l 中世

礎石建物跡 l 中世

溝跡 61 ~中近世

焼土祉 9 古代~中世

土坑 124 縄文~中近世

旧長命寺の比定地

地家遺跡は、佐久市野沢地区を見下ろす、西か

ら東に向かつて伸びる尾根の東向き斜面に立地す

る。遺跡内の地形は、尾根部と谷部が入り組んで

おり、その比高は約20mを測る。

遺跡一帯は旧長命寺の比定地である。『佐久市

誌歴史編2 中世j(1993)によれば、長命寺は

寛平五年 (893 平安時代)に開創された。天正

十年 (1582 戦国時代)、武田氏滅亡を受けた徳

川家康勢力の佐久侵攻に伴う兵火で、焼失し、その

後、元禄十年 (1697 江戸時代)に、遺跡南東約

1kmの現在地に再建されたとされている。

発掘調査地の東約100mに、旧長命寺の仁王門

跡地に建立したと伝えられる三王堂があり、その

遺物の種類 時期・内容

縄文中期(深鉢)、縄文晩期~弥生前期(鉢)、

土器-陶器
弥生中期(奪、壷)、奈良・平安(杯、碗、

妻、査、鉢、葉)中佐陶磁器(古瀬戸、美

i農須衛、かわらけ、内耳鍋)

土製品 平安(繍羽口)

石器石製品
縄文(石古族、打製石斧、剥片)、平安(砥

石)、中世(板碑、五輪塔、石鉢)

金属器
奈良・工三安(万子、鉄i宰)、中世(銭貨、鉄
安了、鉄j宰ほか)

木製品 中世(下駄、板状木製品ほか)

'青 中世(人骨)

炭化物 炭化材(中世~穴状遺構内)

堂中に「応永廿二年乙未七月四日宗阿敬白」の銘

文を刻んだ石柱(佐久市有形文化財指定)が納め

られている。応永二卜二年は、 1415年(室町時

代)にあたる。

園
部
石
柱
が
納
め
ら
れ
て
い
る

一
王
堂
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罰27 斜面に広がる地家遺跡と浅間山(南方向から撮影)

発掘調査の成果

調査は、この旧長命寺跡を確認することを中心

課題として行った。調査の結果、調査区北側の尾

根頂音防、ら斜面にかけて中世の墓群が確認され、

板碑や多数の五輪塔が出土した。また調査区南側

の谷部では、中世の竪穴状遺構や礎石建物跡がみ

つかった。これらは、旧長命寺と関連する可能性が

考えられるが、はっきりと寺院を示すような遺構

・遺物は、確認できていない。今後の調査に伴う

新たな事実等を含めて、検討していく必要がある。

その他、縄文時代および平安時代の竪穴住居跡が

発見され、古くから居住地として利用されていた

時期があったことも判明した。

一帯に広がる中世の遺構

中世墓群は、尾根頂部から斜面にかけてみつ

かっている。墓の中からは人骨の他、副葬された

銭貨などが出土した。特筆されるのは、斜面中央

付近からみつかった2基の墓坑である。ともに穴

の中央に直径30cmほどの四耳査が埋納されてい

た。 2基は2mほど離れて並んでいる。四耳査は、

骨査として利用されており、ともに12世紀末~13

世紀代に美濃須衛地方(現在の岐阜県東部)で焼

かれたものと思われる。

国28 四耳車が埋納された墓坑

調査で、みつかった板碑や五輪塔は、すべて表土

中からの出土である。後世の耕作で動かされ、ま

とめて積まれたり、畑の石垣などに転用されたり

していたため原位置を留めたものは一つもない。

板碑は、中央に阿弥陀三尊を示す党字と、その
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またこの谷部には、西から束に流れる I幅 5~

10mの流路が確認された。流路内からは中世陶

磁器がみつかり、中世以降に埋まったものである。

寺院のあった当時の流路である可能性も考えられ

る。寺院をつくる際、建物配置などにこの流路が

大きく影響を与えていたのかもしれない。

中世以前の地家遺跡

中世以前は、居住地として利用されていた時期

があった。みつかったのは、縄文時代住居跡が1

軒と平安時代住居跡が8軒である。住居群は、尾

根頂部から斜面にかけて、集落域を展開している

縄文時代住居跡は、中央に土器を利用した炉が

設けられている。炉の土器型式から時期は縄文時

代中期中葉と思われる。確認されたのは l軒のみ

だが、遺跡内からは縄文土器片や打製石斧、黒曜

石剥片が数多くみつかっており、この周辺に縄文

の集落域が存在している可能性は考えられる。

古代の住居は、尾根頂部から谷部へ続く東南向

き斜面に散在し、その時期は 2つに分かれそうで

ある。住居出土遺物から、内面黒色土器が多く灰

柚陶器がみられる尾根頂部の4軒は、 9世紀頃の

住居と思われる。これに対して、須恵器が多く高

台杯や完形の蓋が出土している斜面中ほどの4軒

は、奈良時代を中心とするやや古い時期の住居と

考えられる。

尾根頂部からは弥生時代方形周溝墓もみつかっ

た。主体部は残っていないが、周溝の規模は l辺

11mほどあり、同時代周溝墓としては大きいも

のである。出土土器から弥生時代後期と思われる。

下に年号らしき丈宇が刻まれている。残念ながら

年号は判読できない。

地家周辺では、過去に

数多くの板碑がみつかっ

ている。『佐久市誌』に

よれば佐久市内では32枚

の板碑の存在が確認され

ているが、そのうち過半

数を占める18枚が地家地

区の出土である。 18枚の

うち記年銘が判読できた

のは2枚で、ともに1300

年代である。板碑の大き

さ・形状が似かよってい

ることから、本遺跡出土の板碑も、ほぼ同年代の

ものと考えている。

みつかった五輪塔は、約350点にのぼる。みつ

かった中世土坑墓の上部には、埋葬当時五輪塔が

たてられていたものもあったと思われる。

中世当時、斜面一帯につくられた板碑や五輪塔

が、谷部につくられた寺院をぐるりと取りかこん

でいる姿が想像される。

竪穴状遺構や礎石建物跡は、谷の底部でみつ

かった。竪穴状遺構は、壁際に石を並べている。

遺構内からは多数の鉄釘や炭化材がみつかった。

図
29 

出
土
し
た
中
世
板
碑

調査は来年度も継続

中世遺物が出土した流路は、遺跡範囲外にも続

いている。また五輪塔も、遺跡範囲外側の斜面で

もみつかった。このため、当初の遺跡範囲は広がる

こととなった。来年度は、調査区内に残っている

市道部分も含め、この遺跡拡大部分の調査を行う。

寺院の存在を確かなものとする遺構・遺物の発見

に期待したい。寺院の存在が確かめられれば、本

遺跡は、中世の信仰遺跡として貴重な例となろう。

監際に石を並べた竪穴状遺構の調査

これらの遺構は、斜面を削って平場をつくり、

そこに建てられている。二王堂からは、かなり斜

面を登ったところになるが、斜面にそって広がっ

た寺院の一部という可能性も考えられる。

図30
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(7)小山寺窪遺跡

(中部横断自動車道関連)

所在地友び交通案内:佐久穂町高野町2063ほか

国道141号線千曲病院入口を西へ800m。

遺跡の立地環境:八ヶ岳東麓、千曲川支流北沢川 図31 小山寺窪遺跡の位置 (1: 50，000翠科山)

右岸段丘上の小丘陵の裾野 出土遺物

発掘期間等

調査期間

2l. 4. 6~12. 8 

検出遺構

遺構の種類

竪穴建物・住居跡

掘立柱建物跡

土坑

溝E亦

調査担当者

川崎保・太田潤・内堀田

数 時期

11 古代中世

10 古代~中世

約730 古代~中世(柱穴群、柵列
を含む)

5 古代~中世

土師器(杯、妻)、須恵器(杯、薬)、黒色

土器・陶磁器|土器(杯、鉢、皿、盤)、施粕陶器(碗)、

青磁(碗)

石器・石製品|ナイフ形石器、石銀、砥石

木製品

金属製品

人形木製品

銭貨(渡来銭)、キセル

ほど上った地点で、町教委が平成13年に調査を行

い、中世五輪塔群が出土している。

昨年度は調査対象範囲の主に東側の 1区を調査

し、本年度は引き続いて北側の 2区、南側の 3区

千曲川上流の古代・中世の集落 を調査した(図32)。

遺跡がある八ヶ岳東麓の台地は、火山性堆積物 遺構は、昨年度同様に、南向きの緩斜面に竪穴

に広く覆われているが、千曲川の支流により、東 住居跡や掘立柱建物跡、杭列や柵列と思われる小

西に浸食されている(図31)。 土坑群が検出された。

同一台地の南側斜面、今回の調査区の西へ30m 遺物は、旧石器時代のナイフ形石器や縄文時代

持/

o 50 
(m) 

図32 小山寺窪遺跡の調査範囲(1/2，000) 
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石鎌なども検出されたが、量的には古代 (10世紀

頃)以降の遺物が多い。本年度は白磁や青磁、在地

の土師質土器、陶磁器、人形木製品などが出土した。

主な遺構としては、カマドを持つ平安時代中ご

ろのいずれも北西辺中央にカマドがある竪穴住居

跡が2基検出された。

一方、中世は、周溝ーを巡らし、床面の中央に火

処がある平地式住居(図33)が見つかっている。

周溝の外側にも柱穴が巡る。

平安時代の住居跡より一回り大きいような竪穴

建物跡(図34) もある。カマドはなく、床面と竪

穴の辺縁部に沿った形で柱穴がめぐっている点が、

平地式住居跡と共通する。

掘立柱建物跡は側柱式のものと総柱式のものが

あるが、出土遺物や方向などから多くは中世のも

のと想定した。

2区では、幅 1~l. 5m、深さ 1mを超える大型

の溝が2本 (SD07・SD08)検出された(図35)。

規模や断面形は中世の防御用の溝とも類似するが、

溝の底音問、らは黒色土器を中心に、土師器や古代

緑粕陶器などの平安時代の遺物がまとまって出土

している。地形あるいは土層の堆積状況からは、給

水路とは考えにくい。溝の性格についても、構築さ

れた年代と合わせ、今後研究すべき課題とである。

図33 中世の平地式住居跡SB14

図34 中世の竪穴建物跡SB12

図35 小山寺窪遺跡全景(南側から)
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り跡ぃ遺ぼ保く久M
，
 

ま
畠
岡。。

(中部横断自動車道関係)

所在地及び交通案内:佐久穂町大学畑

国道141号線の清水交差点から東へ約 1kmo 

遺跡の立地環境:八ヶ岳から東に伸びる尾根末端

部の千曲川と大石川をのぞむ河岸段正上。

調査期間 調査面積 調査担当者

l2.1O 6.250ぱ 藤原直人上田真

検出遺構

遺構の種類 数 時期

i奪跡 時期不明

出土遺物

遺物の種類 時期・内容

旧石器(槍先形尖頭器、細石刃、細石刃核、
石器剥片 石核、スクレイパー、縦長剥片)、縄文(石

鍛)

土器 縄文土器、土師器、青磁

八ヶ岳東麓の旧石器時代石器製作跡

満り久保遺跡は、標高約850~900mを測る河岸

段正上に位置する。遺跡は地形から、尾根稜線部

のl区、谷状地形の2区に区分される。遺構の存

否や密度を確認するため、 l区では3本、 2区で

は36本の試掘トレンチを設定し掘削した。 l区で

図37 旧石器時代遺物検出状況

図36 満り久保遺跡の位置 (1: 50，000萎科山)

は、遺構は未検出であるが数多くの黒曜石の破片

がトレンチや地表面から検出された。 2区では、

遺構の可能性のある落込み4基と少量の土器、石

器を検出した。その結果から、 l区では尾根上約

600rriについて全面調査を行い3，200点を越える|白

石器の石器、剥片が出土した。 2区では遺構と考

えられる落込みが検出されたトレンチを部分的に

拡張し、溝跡l条を遺構ととらえ調査した。

l区から出土した石器の種類と数量は、槍先形

尖頭器 (23点)、細石刃核(1点)、細石刃 (2

点)、石核 (4点)、スクレイパー (10点)、縦長

剥片(1点)で、これらは未製品や破損品が大半

を占めている。ほとんどが剥片・砕片の微小破片

であることから、尖頭器や細石刃を製作する過程

で残されたものと考えられる。

出土した石器の時期は槍先形尖頭器を代表とす

る時期と、細石刃・細石刃核を中心とする時期の

二つの時期が存在する。また、石器の出土状況は、

o 2 4 8 12 16 20m 

図38 石器・剥片出土分布図
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図39 八ヶ岳から伸びる尾根上に位置する満り久保遺跡

ローム層から出土した遺物は少なく、耕作土中か

ら出土する遺物がほとんどであることから、耕作

等により本来埋蔵していた土層が撹枠により移動

した結果、遺物が耕作土中に混入したものと考え

られる。

石器に使われた黒曜石の石材については、不純

物の多い個体と比較的不純物の少ない個体が確認

できることから、今後、科学分析を行い原産地の

同定を行い、石材の違いがどのように製品に反映

されているかを検討する必要がある。

満り久保遺跡では、黒曜石以外に千曲川水系由

来のチャート製のスクレイパーが出土している。

図40 槍先形尖頭器

千曲川流域を遊動していた旧石器人が、原産地に

黒曜石を求め、この地で石器を製作した痕跡と考

えることができる。また、本遺跡の南側を流れる

大石川上流域では、黒曜石原産地直下の池の平遺

跡が知られている。 満り久保遺跡は、原産地周辺

遺跡と千曲川流域の消費地を結ぶ中間的な位置に

あることから中継地的な側面を持っていた可能性

が考えられる。本遺跡の真相に迫るためには、出

土石器の製作技法-器種組成。石器素材の観察・

周辺遺跡との対比など、様々な観点から遺跡の性

格を考えなくてはならない。

図41 細石刃核(長さ:3.5cm) 
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(9)下村遺跡(鷺ケ城跡)

(飯喬道路関連)

所在地及び交通案内:飯田市千栄

名勝天竜峡から東側に約3km。

遺跡の立地環境:天竜川左岸の河岸段正上。

発掘期間等

調査期間

2l. 4. 13~7. 28 

検出遺構

遺構の種類

堀跡

土坑

墓坑

調査担当者

河西克造曳地隆元

数 時期

2条 中世

3基 中世 (16世紀以前)

9基 中世 (16世紀以前)

天竜川を望む戦国時代の山城

下村遺跡と鷲ケ城跡の遺跡範囲は重複しており、

中世城郭関連を鷲ケ城跡、古代以前が下村遺跡と

峻別されている。

鴛ケ城跡は、武田信玄侵入前に天竜川以東を支

配した知久氏の本城である神之峯城(飯田市上久

堅)の出城として機能し、神之峯城が武田信玄の

攻撃で天文23年 (1554年)に落城した際に、廃城

となったと伝承されている城である。

図43 堀 (SD02)全景

図42 下村遺跡(鷲ケ城跡)の位置 (1: 100，000) 

出土漬物

遺物の種類 時期・内容

土器・陶磁器 中世(瀬戸美濃の皿・中津川の棄もしくは

壷・内耳土器)、近世以降(碗・皿)

金属器 近世以降(煙管)

そのほか 中世以降(骨)、中世(推定つぶて)

昨年度、鷲ケ城跡が立地する尾根状地形の西側

斜面と斜面の裾部を調査し、今年度は残る尾根頂

部と尾根先端部、さらに一部東側斜面を調査した。

路線外である東側斜面を除き、鷲ケ城跡の中心部

を大半調査したことになる。

尾根頂部は、調査前に2つの平場が並置してお

り、主郭・二郭とみなされていた。調査の結果、

尾根頂部の全域にわたり後の耕作が及んで、おり、

堀 (SD02)が1条遺存するのみであった。耕作

土からは、古瀬戸中期様式の皿と中津川の撃もし

くは壷が出土した。また、堀の覆土からは13~14

世紀に比定される中津川の壷が出土した。堀

(SD02)は両平場の境界に沿ってのぴており、尾

根頂部に少なくとも 2つの区画が存在したと推定

される。この区画は主郭と二郭に相当すると考え

られる。なお、主郭とみなされていた平場は、尾

根頂部のなかで最も高い場所で、ここに鷲ケ城跡

の主郭が存在したことが地形的にも想定された。

一方、尾根先端部では、鴛ケ城跡に伴う遺構と

城郭以前の遺構が確認された。前者では、約 2m

の高低差を持つ切岸(人工の崖)と切岸の裾をめ
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図44 鷺ケ城跡の全景

ぐる堀 (SDOl)がある。この切岸と堀は、鷲ケ

城跡のなかで最も規模が大きく、鷲ケ城跡は尾根

先端部が位置する南西方向の防御を最も強化して

いることがうかがえた。また、切岸の裾では、 16

世紀の内耳土器を含む盛土が確認され、この盛土

は昨年度調査した西側で、見つかった域内道の続き

と推定される。防御の要点である場所に城内道が

設置されていることは、鷲ケ城跡の特徴と言えよ

つ。

一方、城郭以前の遺構では、盛土(域内道)の

直下から確認された墓坑がある。墓坑は、切岸と

堀 (SDOl)の間で近接して分布しており、人骨

が遺存した墓坑もある。出土遺物がないため、墓

坑の時期を特定することは困難である。城郭遺構

との新旧関係から、 16世紀以前としか捉えること

はできない。

2ヵ年にわたった山城の全面調査では、小規模

城郭である鷲ケ城跡の城郭構造が推定され、存続

時期(16世紀)を捉えることができた。さらに、

築城以前にこの尾根状地形が墓域として利用され

ていたことが判明し、集落に近い里山の土地利用

を考える上で興味深い資料を得ることができた。

図45 尾根先端部の切岸と堀、墓坑

図46 墓坑 (SMOl)出土の人骨精査風景
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田 本格整理作業遺跡一覧

遺跡名 所在地 事業名 整理の内容(作業) 整理中の主な成果

遺物分類・接合・計測、金属製
ぜんた 品X線透過、 C14年代測定、樹
千日

種・種実同定、プラントオパー
本文参照

ル分析

両遺跡は、 JR飯山線を境界に区分されているが、

川久保・宮沖
金属製品 X線透過、プラント

千曲川と斑尾川の合流地点の左岸一帯に立地する

千曲川替佐 オパール・珪藻分析
一体の遺跡であり、両河川が及ぼす環境変化の影

中野市
柳沢築堤

響を受けながら、弥生時代から近世に連綿と続く

遺跡群である。

図面照合、 2次元図・個別遺構

図・遺構分布図作成、遺物洗

ゃ柳なぎ沢さわ i争・注記・分類・接合、青銅器
本丈参照

実測、銅鐸三次元光学測量-保

存処理委託、土壌ほか科学分析

委託

っきおか 図版作成、原稿執筆、 階段;1犬に速なる平坦地地形を数区画にわけた屋敷
月向 報告書刊行 地が集合する室町時代を中心とする集村形態の遺

跡である。

た立てヶがは花必お表もて 中野市 北陸新幹線
遺物注記

沢さわ田だ鍋なべっ土ち 図面照合・修正、脆弱土器強化

処理

図版作成、原稿執筆、 国内唯一の平安末期の木製仏塔である「六角木

社宮司 報告書刊行 瞳」について、保存修復の経過と成果、今後に向

けての研究課題を提示。

み峯ねう謡とい坂ざか
本丈参照 本文参照

千曲市
一般国道18号 ほほ完形に近い弥生時代後期の土器が意図的に廃

束中曽根 坂城更埴バイパス
全体図・遺構図作成、遺物接合、 棄された可能性があり、祭杷的な意味合いが高い。

復元 今回の調査区域外にも集落の広がりが想定される。

西にしな中か曽そ根ね

ひ東カすしじ燦よう
本丈参照 本丈参照

ち力からい石しじ条よう里り
千曲市

遺物実測、遺構2次原図作成・
本文参照

トレス、樹種・種実同定委託

か上み五ごみ明ょうじ条よう里り
(主)長野上回線 遺物洗浄・注記、土器分類・接

坂城町
(力石バイパス) 合、石器実測、金属製品 X線

本文参照水タアいで田ん社あと
透過、鍛治関係遺物・花粉ほか

科学分析委託

土器分類・接合・復元・実測、
にしちかっ 金属製品 X線透過、土器実測
西近津 本文参照

佐久市 中部横断自動車道 図作成・遺構図面デジタルトレ

ス・科学分析委託

にしいち 1) つ3か
本丈参照 本丈参照西一里塚ほか

ホルンフェルスを中心石材とする A~C 地点の

竹佐中原 報告書刊行 石器群は、斧形石器を含む D地点の石器群より

古く、 3 万~5 万年前の石器群として捉えられた。

縄文中期初頭~前葉の集落では、居住域と貯蔵穴

飯田市
一般国道474号 群が区域を異にして分布するが、中期中葉~後葉
飯喬道路 の集落では貯蔵穴群が居住域に取り込まれる等、

か川わ路じた大いみ明ょっ神じんば原ら
報告書刊行 住居跡数の増加だけでなく、集落構成にも変化が

見て取れる。貯蔵穴は、縄文前期末葉から中期初

頭の諏訪地域で一定の広がりを持つ形態で、下伊

那地域では初見となる。
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( 1 )柳沢遺跡・千田遺跡

(千曲川柳沢・替佐築堤関連)

柳沢遺跡

中野市柳沢に所在する。平成18~20年に発掘調

査を行い、青銅器埋納坑と銅鐸5点、銅文8点を

検出して全国的に注目された。そのため今年度は

弥生時代の遺構・遺物に関する整理作業を最優先

した。遺構に関しては2次原図作成とトレース、

全体図作成作業、及び牒床木棺墓群の検討を実施

した。 遺物に関しては青銅器の実測、未洗浄遺物

の洗浄と注記、一部の土器接合を行った。さらに

諜床木棺墓の磯洗浄・集計、主体部掘削土の水洗

選別による遺物採取作業を実施し、新たに管玉を

採取することができた。以下今年度作業で判明し

た注目点を、弥生時代から紹介する。

磯床木棺墓について 遺構図の修正を行い、属性

分析を試みた。まず喋床木棺墓の主体部規模を以

下に設定する(図47)。

I 類長軸が124~160cm、短軸が50~65cm

E類:長軸が77~100cm、短軸が42~50cm

6区墓域では I類が12基、 E類は 5基検出されて

いる。規模からみて I類は成人用、 E類は小児用

と考えたい。またE類の長軸が77cm以上で、ある点

から、これよりも小さい幼児用の墓坑が存在する

可能性もある。

17号墓(1類) 14号墓 (II類)

05oc圃

図47 喋床木棺墓群の大きさ
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上記の中で成人用の I類である 1・9. 12号墓

に注目したい。この3基は主体部の大きさが通常

の墓と同じなのに、外周の一部分もしくは全体に

蝶集積帯を有している。これは6区瞭床木棺墓群

の他の墓にはない特徴である。

l号墓の位置は6区磯床木棺墓群の中央にあり

長軸は南北方向をとる。主体部の四周に幅70~

80cmの牒集積帯を有する。疎床の北半部で細形管

玉が集中的に出土した。今年度掘削土から採取し

たものを含めて98点となった。石材の内訳は、緑

色凝灰岩と思われるもの88点、鉄石英と思われる

もの10点である。

9号墓の位置は l号墓より約 4m離れた墓群

北西部に位置する。 1号と若干長軸角度がずれる

ものの長軸は南北方向をとる。北小口側に幅60cm

程の喋集積帯を有する。玉体部の北半部では細形

管玉が27点出土した。すべて緑色凝灰岩製と思わ

れる。

12号墓は9号墓の南側に隣接し、長軸はほぼ同

じ。 北小口側に幅50cm程の棟集積帯を有する。こ

こでは管玉は出土していない。主体部の西側中央

に近接して略完形の査が横位で出土している。唯

一土器棺墓の可能性がある。

棟集積帯と管玉の出土から、 1・9・12号墓の

被葬者は本墓域の中では他の墓よりも優位な地位

にある人物の可能性を指摘したい。その中で最初

に埋葬され、最有力な人物が中央の I号墓に葬ら

れたと考えられる。 9・12号墓についても l号墓

の被葬者と深い系譜を有し、特定集団墓を構成し

た可能性がうかがえる。

喋床木棺墓から採取した、主に礁床に敷設され

た礁は、洗浄後石質を分類し、計量・計数した。

もっとも多く使われたのは砂岩と安山岩であり、

泥岩、チャートなどが続く。個々の礁の平均重量

は墓によって大きな聞きがある。主たる石質と重

量の差異に着目して墓の分布を見ると、偏在する

傾向がうかがえる。このため、喋は墓群を群別す

る場合の指標となる可能性を秘めている。

喋床木棺墓群の分析はまだ開始されたばかりで

あるが、喋床に敷設された千曲川産の円牒を含め



て、各墓の細かい属性を検討することで、この墓

域に葬られた集団に迫ってゆきたい。

シカ絵土器について 6区の磯床木棺墓群から北

へ110m程離れた、居住域の遺物包含層から出土

した。半分弱が遺存した現存高29cmの栗林式壷

形土器の胴部最大径の上に、大小2頭の雄シカが

左向きに線刻されていた(図48)。

シカの意匠は弥生時代中期後半を最盛期として、

奈良県を中核に西日本で銅鐸や壷に描かれること

が多い。長野県では弥生時代絵画土器としては初

見、全国的には分布範囲を大きく北東に拡大する

こととなった。青銅器としては、大町市海ノ口上

諏訪神社に伝来する近畿型銅えの「内」に描かれ

ていることが知られている。

柳沢遺跡の青銅器埋納坑に見られた、銅支は刃

を立ててそろえ、銅鐸を直交方向に置く埋納作法

は、西日本のそれとなんら変りないことがすでに

指摘されている。青銅器祭杷の伝来に加えて、近

畿地方の絵画土器最盛期と同時期の在地型式の絵

画土器が発見されたことにより、西日本を起源と

する農耕祭記が北信地方に深く根付いていたこと

が、より明らかとなった。

青銅器の整理作業 1・2号銅鐸:鐸身内の土を

除去した。これにより舞の型持を内面から観察す

ることが可能となった。 1号銅鐸の型持は推定

1 cm幅の長方形状を呈する。 2号銅鐸の型持は推

定l.0 x l. 5cmの長方形状を呈する。これにより両

銅鐸は文様の諸特徴とあわせて外縁付鉦1式であ

ることがほぼ確実となった。

図48 シカ絵土器

3号銅鐸:6個の破片を実測した。鰭にある飾耳

が3本単位の太い隆線で横方向の iUJ字状に張

り出した点が石在認できた。

4号銅鐸:5個の破片を実施した。身の破片は斜

格子丈の縦帯が横帯を切ることが改めて確認でき

た。身内部の土を除去し、舞内面に長軸 1cm、幅

O. 5cm程の長方形の型持を確認した。確認位置か

ら推測すると、中央短軸方向に2個存在したと考

えられる(図49)。

5号銅鐸:13個の破片を実測。本銅鐸は器形復元

を試みた。これにより器高25cm、舞長軸8cm、身

の下縁長軸1l.5 cm程の大きさになることが判明

した。この法量は 2号銅鐸とほぼ同じ程度の大き

さとなる。これにより柳沢遺跡出土の 5点の銅鐸

はいずれも20cmクラスであることが一層確実と

なった。

3・4・5号銅鐸は上記の実測・観察後、奈良

文化財研究所に保存修復を委託し、完了した。

土器@石器の整理 3ヵ年の調査による出土遺物

量は、コンテナ数で土器は348箱、石器は77箱を

数える。時代は縄文・弥生・古墳・平安・中世・

近世にわたっているため、注記後時代別分類を

行った。縄文時代は遺物量がもっとも多い。住居

跡4軒が分布する調査範囲北部の 8・13・12区に

中期末から後期初頭土器が集中し、その他の地区

にはごく少量が散在していた。時期は早期の押型

文・条痕文期、前期後葉、中期中葉、後期中葉、

晩期の様々な時期に及び、これらは縄文遺構が見

られない12区以南から出土している。

図49 4号銅鐸舞の型持
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弥生土器は中期後半の栗林式、後期の吉田式。

箱清水式が出土しているが、栗林式が最も多い。

本遺跡の弥生時代集落は、南から水田域、祭杷域

(青銅器埋納坑)、墓域(喋床木棺墓群)、居住域

という土地利用が行われてきたと推定される。現

在、土器の編年的な検討によってそれらの同時性、

変遷を追い、地点ごとの器種組成や遺存率から集

落内の場の機能などを明らかにするため、入念な

分類作業を行っている。

石器については、縄文時代から中・近世に及ぶ

約900点を数えた。大部分は縄文時代に帰属する

が、弥生時代の居住域に当たる 9区を中心に弥生

時代の石器が抽出された。主なものは破片を含め

て太型蛤刃石斧19、扇平片刃石斧10、小型磨製石

斧5、磨製石鎌3、有茎石倣11、石鍬または刃器

10などである。縄文土器がほとんど分布していな

い9・10区でも石倣と同じ岩種の剥片が出土して

おり、石器製作に伴う石くずと考えられる。わず

かな資料ながら、住居跡の分布以上に広がる居住

域の痕跡であろうか。

千田遺跡

本遺跡は中野市豊津に所在する。平成14・15. 

17・18・19年に調査した。千曲川と斑尾川の合流

地点南側一帯に広がる。千曲川に面する地点では

縄文時代の集落、斑尾川に面する地点では古墳時

代の集落、中・近世の集落と水田・畑跡が検出さ

れた。

今年度は1600箱を超える遺物の内容と、図面・

写真等の資料数量把握を中心に作業を進めた。特

にJR飯山線替佐駅からまっすぐ干曲川に下った

地点、 8区の縄丈中期集落跡出土土器について、

報告書掲載遺物量の把握のため、遺物量の多い住

居数軒を選んで接合・復元を行った。この地区か

らは53軒の住居跡が検出され、中期中葉10軒、末

葉3軒程度以外は後葉段階に属す住居である。発

掘中から新潟県と共通のベッド状遺構や長方形石

囲炉を備えた住居の多さが注目され、栃倉式と呼

ばれる土器型式が主体を占め、長野県の型式は 1

割に満たないことが感覚的に把握されていた。復
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図50 干田遺跡縄文中期後半土器

元を行った SB25・37号住居跡はいずれも後葉に

属し、新潟県の型式を主体とする組成であったo

SB25号の土器は半隆起線丈を地文とする把手付

または平縁の深鉢が多く、縄文地文の平縁深鉢が

伴う(図50)0 SB37号の土器は綾杉丈を地文とす

る把手付または平縁の深鉢が多いという差が見ら

れた。これらに口縁部の庄痕隆帝丈以外は縄文か

条線丈地文の大形深鉢が伴うものである。こうし

た組成は新潟県の上越地方にやや共通するが、中

越地方で栃倉式とされる土器群には見られない土

器構成である。

8区の石器集計を行い、石核・剥片類と弥生後

期、古墳後期に属すものを除いて、約3300点を数

えた。主な器種は概数で石鎌800、スクレーパ-

170、石錐80、打製石斧360、磨製石斧220、磨石

類1000、叩石・喋器類360、石皿80、多孔石120な

どである。長野県では異色の縄文集落であり、北

信地方屈指の調査事例となった千曲川本流に接す

る遺跡の個性が、ょうやく明らかになってきた。



( 2 )東侮i賓跡@峯謡坂遺跡 両遺跡で共通する、この文字が何を示すのか、検

(一般国道18号坂城更埴バイパス関連) 討を進めたい。

出土した須恵器のなかには、大形の盤や蓋が存

坂城更埴バイパス関連では標記遺跡と西中曽根、 在する。一般的な集落遺跡ではあまりみられない、

東中曽根遺跡について、報告書作成のための整理 資料である。遺跡で利用された場合、大きな器が

作業を昨年度から進めている。作業内容は全体 必要な、人が集まる場所として、遺跡の性格付け

図・遺構トレース図の作成、遺物の分類・接合・ が可能である。一方、遺跡で利用されないとした

選別・復元・実測・トレース、計測、台帳作成、 場合、どこかに搬出するなかで、遺跡を通過した

写真撮影、原稿執筆等である。 ことも想定され、遺跡は通過する場、もしくは集

社宮司遺跡出土の六角木障については、昨年度 積の場とも考えられる。

保存修復事業が完了したのにともない、「社宮司遺 須恵器窯の窯壁が付着したと考えられる斐の小

跡六角木瞳保存修復編」として報告書を作成した。 破片もある。このほか、円面硯の破片 1点、帯金

なお、六角木瞳およぴ実物レプリカ、記録類を22

年2月に県立歴史館に移管した。ここでは、東煉

遺跡、峯謡坂遺跡を紹介する。

東僚遺跡 遺跡は摸捨土石流台地から連なる押し

出し地形の末端部にあり、東側では千曲川に近接

する。その性格は古墳時代から室町時代までの複

合遺跡である。今年度は、おもに、古墳時代後期

から平安時代にかけての集落について、整理作業

を進めている。竪穴住居跡は82軒あり、おもな時

期は 7世紀後半から 9世紀に帰属する。今後は、

重複する住居の再検討をし、住居跡の前後関係を

定め、変遷をまとめる。

この時期の出土土器はテンパコ361箱を数える。

分類、選別の過程で、文字資料の抜き出しをし、

墨書土器28点、刻書土器28点、墨痕付土器2点を

確認した。刻書には、 ixJなどの記号も含まれ

るが、「井Jが刻まれた土器が3点ある(図51)。

近隣の社宮司遺跡でも、「井」が2点出土してい

る。

図51 I井」と刻まれた須恵器

具 l点などが確認できた。

峯謡坂遺跡 遺跡は摸捨土石流台地の尾根上にあ

る。遺跡の主たる時期・性格は、奈良時代から平

安時代の集落遺跡である。

出土遺物では、黒曜石が石鍛などのほかに剥

片・チップをあわせて394点を数えた。この他、

打製石斧の素材剥片などもあり、おそらく遺構は

確認されていないが、縄文時代もこの場が活用さ

れていたことがわかった。

古代の土器のなかでは、近畿地方8世紀後半長

岡京期の査の底部が溝状の窪地 (SD02)からみ

つかっている(図52)。このタイプの細長い査の

出土例は、県内でも下神遺跡、吉田川西遺跡など、

数例である(県立歴史館原明芳氏による)。ちな

みに、 SD02からは円面硯、緑粕陶器、鉄鉱などが、

調査時点で確認されている。

今後は、峯謡坂遺跡、東候遺跡ともに、更級郡

街関連遺跡とされる社宮司遺跡を含めた一帯の変

遷に迫りたい。

図52 峯謡坂遺跡出土壷(底部 S = 1/4) 
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( 3 )力石条里遺跡群

(県道長野上回線力石バイパス関連)

平成13~20年度に発掘調査を行い、今年度は、

報告書作成に向けた、整理作業を行った。

主な作業内容は、全体図の作成、遺物の実測・ト

レース作業等である。

遺跡は干曲川左岸の沖積地に位置し、弥生時代

前期末~中世にかけてのさまざまな遺構が検出さ

れた。中でも注目されるのは、千曲川流域では珍

しい弥生時代前期末~中期初頭の墓域と、弥生時

代後期の集落跡である。ここでは、弥生時代後期

の集落跡について紹介する。

弥生時代後期の集落跡

今回の調査は、弥生時代後期の竪穴住居跡56軒、

掘立柱建物跡3棟、井戸跡6基などが検出されて

いる。竪穴住居跡は、④~⑥・⑨~⑬区で検出さ

れているが、⑤・⑥区に37軒と集中しており、こ

の地区が集落の中心となると思われる。また、竪

穴住居跡の周辺からは、集落で共同の施設として

使われたと思われる井戸跡や、倉庫となる掘立柱

建物跡もみつかっていている。

また、集落から出土した土器の実測作業が進ん

だことにより、①高杯は脚部が長い②壷は全面を

赤彩するものが少ない③斐は口縁部文様帯に波状

文を充填させない蓋が存在し、胴部の波状丈が胴

最大径上位に充填される傾向が見られるなど、出

土土器の特徴が分かつてきた。こうした土器の特

徴から、この集落の中心となる時期は弥生時代後

期中葉であると推察される。

なお、弥生時代後期土器の編年については、青

木一男氏(長野市後町小学校教諭)の指導を受け

た。

今後、弥生時代前期末~中期初頭の墓域で検出

された土墳の形態や、出土した大量の土器・石

器・土偶などの土製品についての整理作業を進め、

弥生時代前期末~中期初頭の葬制について検討を

進めてゆきたい。

竪穴住居跡

o 50m 
」一一_.J.一一一」

図53 弥生時代後期の遺構分布図
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( 4 )西一里塚遺跡群

(中部横断自動車道関連)

平成16~18年の 3 ヶ年にわたり計25，lOOrriの発

掘調査を実施した本遺跡は、北に近接する久保田

遺跡・濁り遺跡とともに今年度から本格的な整理

作業に入った。

今年度は図面関係では図の修正及ぴデジタルト

レースを、また遺物では土器の分類・接合・復

元・実測、石器の整理等を行なった。

本遺跡は、平坦な台地・湿地状の低地・浅間山

の土石なだれによる残丘という多様な地形上に営

まれた遺跡、である。台地や残丘では弥生時代中後

期の竪穴住居跡13軒の他、円形・方形周溝墓24

基・木棺墓2基・土器棺墓5基などが検出されて

いる。一方の低地では平安時代~近世までの水田

跡4面の他、弥生時代後期の溝や土坑が認められ

ている。佐久地方では出土例の少ない弥生時代の

木製品(鍬・建築部材等)が出土しているのも特

筆できる。

今年度の整理作業での最大の成果としては土偶

形容器の全体の形が判明したことがあげられる。

これは平成16年の調査で頭部が、また翌17年の

調査では左腕が発見され、注目されてきたものだ

が、今年度の整理作業において、これらと接合す

る胴部以下の部位がみつかり、弥生時代の土偶形

容器であることが判明した。

本事例は、土偶形容器の多くにみられるような

頭部の貫通孔はなく、中実であることが大きな特

徴である。

底部面はわずかに剥落しているが、全長は約

28cmをはかる。胴部下位を除く外面には赤彩が施

され、頭部や左腕にもその痕跡が認められる。ま

た正面側の胴部上位には開口部がみられる。

出土地点は隣接する 2つの調査区にまたがり、

頭部(①-2区)と左腕及び胴・底部(②ー2

区)は調査区を異にしている。そして左腕が弥生

時代後期の溝 (SD37)下層から出土した他は、

遺構外出土である。
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。 (1:800) 20m 

図54 調査区(①~③区)遺構配置図



( 5 )西近津遺跡群 硯(またはパレット) 2点もみつかった。

(中部横断自動車道関連) 「美濃国jの刻印土器(図55) 以上の文字関連資

料のなかで、「美濃国」と刻印のある須恵器につ

本格整理の開始調査は平成18~20年度の 3 年聞 いて紹介する。出土地点は調査範囲の南端で、遺

行った。対象面積23，950ばには縄文~鎌倉時代ま 構確認のための検出作業で出土した。高台のつく杯

での竪穴住居跡605軒をはじめとする多くの遺構 の破片で重さ37.5g、横7.0cm、縦5.6cm、厚さl.Ocm、

が重複し、出土遺物は約1，400箱、 40万点余を数 底部内面に「美濃国」の文字の一部が刻印されて

えた。報告書刊行を目指した本格整理は本年度か いる。推定する杯の大きさは底形9.0cm、口径14

ら実施し、 5 ヵ年計画で進めている。 ~15cm、高さ 5cm 内外である。焼成は良好、灰白

今年度の主な作業内容は、記録類の点検と修正、 色で綾密な質感は美濃産須恵器の特徴である。

出土遺物の注記と分類、金属器の X線撮影である。

また土壌や炭化物の科学分析と出土骨の分類・計

測も実施した。

現場図面は統合して詳細な遺構全体図を作成し

ている。また個々の遺構では報告用の図版作成を

継続している。

遺物の注記は19年度から開始し、 9月に全て終

了した。遺物量の大半を占める土器は種類ごとに

分類し、接合や復元、報告書に掲載する資料抽出

に備えた。大きくは縄文土器、弥生土器、土師器、

須恵器、灰紬陶器に分類した。また文字や記号が

記された資料も抽出した。分類作業は11月で終了

し、 12月から弥生土器の接合と復元作業を実施し

ている。

文字資料の抽出 発掘調査の段階でも遺跡を取り

巻く歴史背景や、集落自体の位置づけを投影する

文字資料が出土している。土器でいえば佐久郡を

指すと推定される「郡」と刻書のある須恵器杯

(奈良時代)、佐久郡内にあった大井郷を指す「大

井Jと刻書のある須恵器査(奈良~平安時代)が

出土した。また平安時代の銅製印には「金口子私

自lJと鋳出され、地域における有力者の存在を推

察させた。整理作業においても、 40万点を超す土

器片一つ一つに文字や記号の痕跡を求めた。その

結果、 137点の土器に文字や何らかの記号が見出

された。

時代は奈良~平安時代各期に及ぶ。内訳として

土師器の墨書67点、刻書26点、須恵器の墨書5点、

刻書35点、刻印 l点、灰粕陶器の墨書3点である。

また須恵器の円面硯6点、灰粕陶器碗転用の朱墨
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文字は凹み、「美Jの下半一部、「濃Jのほぼ全

部、「国」の右下部が残存する。刻印は押印後に

表面をナデ調整したためか、ややかすれている。

生産遺跡である岐阜市老洞 l号窯の報告書との照

合から、同じ形状の資料が確認できる。全体形と

しては上に「美」、下右に「濃」、下左に「国Jを
置き、頂点を上にした三角形内に配宇している。

「美濃国J刻印土器は、岐阜市や各務原市の須

恵器窯で、 8世紀前葉(今から1300年前)に限っ

て生産された、全国で唯一、国名が刻印された須

恵器である。岐阜県を中心に 6県55地点に分布し

ていて、遠く奈良県の藤原宮跡や平城宮跡、三重

県の斎宮跡での出土例から、中央へ税として納め

ていたとする説もある。

長野県内ではこれまでに飯田市、岡谷市、松本

市の 3市6遺跡から 7点みつかっている。今回出

土した西近津遺跡群は、生産地から北東方向に直

線距離で、170kmも離れ、出土地としては最も遠心

北東限にあたる。(図56)

今後の整理 奈良・平安時代の土器接合は22年度

に本格的に実施する。「美濃国」刻印土器のよう

に調査段階では帰属する遺構が限定できない場合

も多いが、竪穴住居跡の土器との接合がかなう可

能性もある。出土した調査区の南端には奈良時代

の大型竪穴住居などがみつかっている。また須恵

器全体に占める地元産、美濃産などの流入須恵器

の割合を明らかにし、当時の物流状況を把握する

ことも必要である。そうした作業を経た上で、佐

久地域、また西近津遺跡群における「美濃国」刻

印土器出土の意義を考察してみたい。
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城郭遺産による街づくり協議

中井均氏

普及公開活動の概要

NPO 法人

会理事長

聴講者 85名

講師( 1 )展示会・講演会

① 平成21年長野県埋蔵文化財センター速報展

「長野県の遺跡発掘2009J

く長野県立歴史館会場>

会期.平成21年6月20日(土)~ 7月20日(月)

来館者:4，334名

内 容:本年は歴史館で善光寺御開帳にあわせた

企画展が入ったため、例年よりも遅い開催に

なったが、柳沢遺跡の青銅器・シカ絵土器など

をはじめ、平成20年度の調査遺跡7・整理遺跡

2の計9遺跡の展示を行った。

遺跡調査報告会 6月27日(土)

遺跡報告柳沢遺跡ほか3遺跡

聴講者 121名

N 

「写真でみる長野県の遺跡発掘2010J

場:しなの鉄道屋代駅千曲市民ギャラリー

期:平成22年 2 月 18 日(木)~2 月 25 日(木)

容:長野県立歴史館で開催される速報展のプ

レイベントと位置づけ、最寄りの屋代駅構内で

写真パネルを中心とした展示を行った。

③ 県庁口ビー展「長野県の遺跡発掘2010J

会場:長野県庁1階ロビー

会期:平成21年3月1日(月)~ 3月5日(金)

内 容:県文化財・生涯学習課主催事業に協力し、

県庁を訪れる人を対象に埋蔵文化財や当セン

ターの業務を理解してもらうことを目的に、今

年度調査された遺跡資料を展示した。

④ 平成22年長野県埋蔵文化財セン合一速報展

「長野県の遺跡発掘2010J

場:長野県立歴史館会場

期:平成22年3月13日(土)~ 5月9日(日)

容:今年度の調査・整理遺跡のうち、板碑や

四耳壷など中世の葬送に関する遺物が出土した

地家遺跡をはじめとする11遺跡の資料を展示し

中井泊先生の講演

②

会

会

内

会

会

内

た。

遺跡調査報告会 3月14日(日)

遺跡報告沢田鍋土遺跡ほか4遺跡
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く長野県伊那文化会館会場>

会期:平成21年7月30日(木)~ 8月23日(日)

来館者:1， 389名

内 容:本会場での速報展も 6回目を数えること

となった。 9遺跡の展示の他、遺跡報告及び講

演会の演題に関連して、過去に発掘調査された

県内の主な城館跡4遺跡と会場のある春日城を

写真パネルで紹介する特別コーナーも設けた。

遺跡調査報告会・講演会 8月l日(土)

遺跡報告 下村遺跡(鷲ケ城跡)ほか2遺跡

講演 「掘り起こされた戦国の城館一長野県を

中心として-J

銅文・銅鐸に見入る来館者



( 2 )現地説明会

県教育委員会との共催事業として8遺跡で実施

し、延べ756名の参加があった。

① 上五明水田祉(坂城町)

6月6日(土) 85名

地表下3mに埋もれていた平安時代の住居跡な

どを見学。

② 下村遺跡(飯田市)

6月14日(日)128名晴れ

中世山城の堀跡などを見学。

③ 沢田鍋土遺跡(中野市)

7月26日(日) 68名晴れのち雨

奈良時代の土器工房跡や粘土の採掘跡を見学。

千葉県や新潟県など県外からの見学者もあった。

④ 地家遺跡(佐久市)

7月26日(日) 131名晴れ

大変暑い中、地元の方がたの参加が多く、遺跡

は語り継がれてきた旧長命寺の周辺地であったこ

とから、調査への関心の高さがうかがわれた。

⑤ 近津遺跡群(佐久市)

8月29日(日) 95名曇り

弥生時代の終末から古墳時代の初頭にかけてつ

くられた小規模なムラの跡を熱心に見学いただい

た。しっかりと残っていた住居跡から「周囲に復

元住居を建てて子どもたちの学習に役立ててはど

うかJという声も聞かれた。

近津遺跡群の竪穴住居跡

⑥ 小山寺窪遺跡(佐久穂町)

10月24日(日) 105名曇り

平安時代から中世にかけての住居跡や建物跡、

溝跡を見学。遺跡の一角で「発掘体験」を実施、

親子連れを中心に30名が発掘にチャレンジした。

⑦ 満り久保遺跡(佐久穂町)

11月14日(日)110名雨のち晴れ

激しい雨にもかかわらず午前中から50名以上の

参加者があり、プレハブ内で出土品の見学や解説

を行ったが、 11時過ぎからは雨も上がり、遺跡の

現地も見学することができた。

③ 鬼釜遺跡(飯田市)

11月26日(木). 27日(金) 34名

平日の発掘作業中の遺跡を公開したため、土器

などが見学者の眼前で出土した時には歓声があが

るなど、調査の臨場感も体験してもらうことがで

きた。

( 3 )夏休み考古学チャレンジ教室

8月4日(火). 5日(水)の 2日問、長野市

篠ノ井において、埋蔵文化財センターの施設公開

をおこなったところ、 167名の参加があった。

普段は遺跡から出土した資料を整理している部

屋に体験ブースや見学ブースを設け、楽しみなが

ら埋蔵文化財に関わる仕事を知っていただいた。

どきドキ土器体験ブース

つム



V 研修、資料調査などの概要

( 1 )講師招聴などによる指導

月 日 所属 職・氏名 指導内容

6月10日 信州大学人文学部 教授笹本正治 下村遺跡の調査について

6月10日 飯田市立上郷考古博物館 館長岡田正彦 下村遺跡の調査について

6 月 15~16 日 NPO法人城郭遺産による 理事長中井均 下村遺跡の調査について

街づくり協議会

6月18日 佐久市教育委員会 主事須藤隆司 高尾A遺跡について

6 月 26~29 日 愛媛大学法文学部 准教授吉田広 青銅器の実測について

9 月1l~12 日 柳沢遺跡調査指導委員会

8月1日 NPO法人城郭遺産による 理事長中井均 掘り起こされた戦国の城館について

街づくり協議会

8月6日 愛知県立熱田高等学校 教頭城ヶ谷和広 沢田鍋土遺跡の調査について

8 月 19~21 日 京都大学 名誉教授茂原信生 西近津遺跡群の出土骨について

2 月 17~19 日

1月5日 長野市立昭和小学校 教諭出河裕典 上五明条里水田祉出土の瓦塔について

1月5日 長野市立後町小学校 教諭青木一男 力石条里遺跡の弥生土器と集落について

l月27日 長野県立歴史館 学芸員原明芳 上五明条里水田土止の紘紬陶器について

2 月 17~19 日 総合研究大学院大学 教授本郷一美 西近津遺跡群の出土骨について

2 月 24~25 日 明治大学 名誉教授戸沢充則 竹佐中原遺跡等調査指導委員会

2 月 24~25 日 首都大学東京 名誉教授小野昭 竹佐中原遺跡等調査指導委員会

2 月 24~25 日 東北学院大学 教授佐川正敏 竹佐中原遺跡等調査指導委員会

2 月 24~25 日 東京大学 教授佐藤宏之 竹佐中原遺跡等調査指導委員会

2 月 24~25 日 木曽町文化財審議会 委員神村透 竹佐中原遺跡等調査指導委員会

12月8日 伊那谷自然友の会 理事松島信幸 飯田市鬼釜遺跡の地形・地質について

2 月 24~25 日 竹佐中原遺跡等調査指導委員会

3月2日 別府大学 客員教授宮本長二郎 東侠遺跡の建物跡について

3 月 4~5 日 長野県遺跡調査指導委員会 会長代理笹沢浩 柳沢遺跡調査指導委員会

3 月 4~5 日 大阪府狭山池博物館 館長工楽普通 柳沢遺跡調査指導委員会

3 月 4~5 日 京都国立博物館 保存修理指導室長 柳沢遺跡調査指導委員会

村上隆

3 月 4~5 日 奈良文化財研究所 考古第一研究室長 柳沢遺跡調査指導委員会

難波洋二
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月 日 所属 職・氏名 指導内容
一一一「一

3 月 4~5 日 明治大学文学部 教授石川日出志 柳沢遺跡調査指導委員会

力石条里遺跡の弥生時代墓制について

3 月 4~5 日 信州大学理学部 教境保柳康一 柳沢遺跡調査指導委員会

3 月 4~5 日 愛媛大学ミュージアム 准教授吉田広 柳沢遺跡調査指導委員会

3 月 8~9 日 愛知学院大学 教授藤淳良祐 地家遺跡他出土陶磁器について

( 2 )全埋協等への参加

期 日 会議名 開催地 参加者

4月25日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会中部・北陸ブロック春季 新潟市 上田典男 窪田秀樹

連絡会

5月14・15日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会役員会 名古屋市 平林彰西沢宏明

6月11・12日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会総会 札幌市 阿部精一平林彰

6月17日 市町村文化財担当者会議 UJ形村 大竹憲昭西津宏明

内堀団

7月16・17日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会コンビュータ等研究委員 名古屋市 平林彰大竹憲昭

~ 市川隆之曳地隆元

10月29・30日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会中部・北陸ブロック秋季 金沢市 大竹憲昭窪田秀樹

連絡会

11月5・6日 関東甲信越静地区埋蔵文化財行政担当者会議 水戸市 若林卓

11月26・27日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会役員会 水上町 阿部精一平林彰

12月3・4日 関東甲信越静地区埋蔵文化財行政担当者協同研修協議会 宇都宮市 費目明太田潤

l月14日 市町村埋蔵文化財担当者技術研修会 長野市 寺津政俊 白沢勝彦

河西克造曳地|査元

清水梨代大沢泰智

1 月 27~28 日 埋蔵文化財担当職員講習会 千葉市 大竹憲昭

( 3 )研修および資料調査

期 日 参加者 場所 内 行合与歩

5 月 21 日 ~22 日 柳j畢亮 滋賀県・ 弥生時代大型建物の研究

大阪府 安土城博物館 弥生文化博物館

6 月 15 日 ~19 日 柳j皐亮 奈良県 奈良文化財研究所 専門研修「建築遺構調査課程j

7 月 12 日 ~13 日 上田典男 鳥取県 青谷上寺地遺跡の資料調査
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期 日 参加者 場所 内 容

7月23日~ 西香子 奈良県 奈良文化財研究所 専門研修「文化財写真II (応用)課程」

8月6日

9 月 1 日 ~9 日 J 11崎保 奈良県 奈良丈化財研究所 専門研修「古代陶磁器調査課程J

12月11・12日 上田真 奈良県 古代官街・集落研究会

柳沢亮

1月24・25日 上回典男 大阪府・ 弥生時代祭紀関連遺構・銅鐸に関する資料調査

贋田和穂 兵庫県 大阪市丈化財協会辰馬考古資料館

l月28日~ 上田真 奈良県 奈良文化財研究所 専門研修「報告書作成課程」

2月5日

2 月 16 日 ~24 日 清水梨代 奈良県 奈良文化財研究所 専門研修「地質環境調査課程」

2 月 12 日 ~14 日 平林彰 島根県 荒神谷遺跡、加茂岩倉遺跡の資料調査

麿田和穂

( 4 )学会@研修会などでの発表

月 日 派遣先 内 ιfモ1ァ 担当者

6月6日 県立歴史館 ふれあい歴史講座「古代のハンコについて」 柳津亮

6月6日 県立歴史館 ふれあい歴史講座「祈りの造形~六角木曜を考える ~J 岡村秀雄

6月13日 県立歴史館 ふれあい歴史講座「縄文時代の柳沢遺跡」 綿田弘実

6月13日 県立歴史館 ふれあい歴史講座「柳沢遺跡を考える」 上田典男

6月13日 大田I市教育委員会 「北安曇の山城についてJ 市川隆之

6月20日 県立歴史館 考古資料講塵「山城を掘る」 河西克造

6月20日 御代田町公民館 御代田町公民館 グループ役員研修会 棲井秀雄

7月2日 神社庁南佐久支部 神社庁南佐久支部連合大会講演会「遺跡からたどる古代の信仰 棲井秀雄

観一古墳時代を中心として一」

7月3日 長野県長野養護学校 「弥生時代の人びとのくらしJ 柳津亮

7月4日 県立歴史館 ふれあい歴史講座「青銅器の取り上げと保存処理~その素材と 白沢勝彦

傷み方

7月11日 下関市立考古博物館 「信濃の弥生文化と柳沢遺跡の銅文・銅鐸」 上回典男

7月11日 県立歴史館 ふれあい歴史講座「光り輝く青銅器~中野市柳沢遺跡~J 康田和穂

7月11日 県立歴史館 ふれあい歴史講座「古墳時代の神まつり~長野県内の祭杷遺跡 棲井秀雄

をめぐって~J

7月25日 県立歴史館 考古資料講座「黒曜石原産地を探る」 大竹憲昭

に
U



月 日 派遣先 内 行廿且持 担当者

8月7日 中野高井地区社会科研 「柳沢遺跡から考える弥生時代の北信濃J 麿田和穂
ゲ/l町，;<岳Z、

9 月 12~13 日 総合地球環境学研究所 研究集会「信州の草原:その歴史をさぐる『八ヶ岳山麓・霧ヶ 樫井秀雄

峰周辺における縄文・中世の陥し穴』

9月26日 上田市真田公民館 公民館講座「上田小県地方の山城j 河西克造

11月7日 中野市柳沢区 柳沢遺跡の調査から見えるもの 綿田弘実

11月15日 黒曜石フォーラム実行 「信州黒曜石フォーラム筑間 黒曜石の研究はどこまで進んだか一」 大竹憲昭

委員会 事例報告「野尻湖遺跡群における黒曜石の産地推定分析結果j

11月15日 飯田市上郷考古博物館 秋季企画展講座「南信州における中世山城の全面調査~コ遠南 河西克造

信自動車道建設に伴う飯田市鷲ケ城跡の調査から~J

11月 21 日 ~22 春日井市教育委員会 春日井シンポジウム「東海を足元から探る II~地域の歴史とま 川崎保

日 つり ~J

11月29日 中野市立ヶ花区 沢田鍋土遺跡、立ヶ花遺跡の調査成果について 鶴田典昭

2月10日 飯田市立上久堅小学校 学校開放講座「鬼釜遺跡の調査成果と上久堅の古代史J 河西克造

2月13・14日 別府大学文化財研究所 文化財セミナー「瑛状耳飾研究の現状と課題」 JII崎保

2月27・28日 信濃川火焔街道協議会 フォーラム火焔街道往来20101中部の火焔土器」 綿田弘実

2月28日 中野市立博物館 中野市遺跡発掘速報展遺跡説明会 市川隆之

「川久保遺跡J1柳沢遺跡J1沢田鍋土遺跡J 贋田和穂

費田明

( 5 )市町村・関係機関などへの協力

期 日 依頼元 協力・指導内容 担当者

5月23日 飯田市竜丘史学会 下村遺跡(鷲ヶ城跡)の見学 河西克造

曳地隆元

9月26日から 長野県立歴史館 平成21年度秋季企画展『山を越え川に沿う』一信州

11月23日まで 弥生文化の確立ーの共催

5月25日 飯綱町教育委員会 芋川氏館跡遺跡調査 白沢勝彦

6月8日 飯田市上郷「月ょう会」 下村遺跡(鷺ヶ城跡)の見学 河西克造

6月12日 飯綱町教育委員会 芋川氏館跡遺跡調査 市川隆之

7月8日 信州黒曜石フォーラム実行委員会 協議 大竹憲昭

及び黒曜石原産地遺跡保有市町村

連絡会議の開催について

7月30日 長野県立歴史館 金属器の修理について 白沢勝彦

7月30日 松本市教育委員会 松本市殿村遺跡出土土器・陶磁器の指導 市川隆之

-36-



期 日 依頼元 協力・指導内容 担当者

11月l日 博古研究会 2009年度研究発表会の後援

11月9日 飯田市上郷「月ょう会」 鬼釜遺跡の見学 河西克造

11月20日 長野県立歴史館 平成21年度考古資料保存処理講習会

11月27日 佐久市教育委員会 中近世陶磁器の鑑定について 市川隆之

11月28日.29日 日本玉文化研究会 2009年日本玉文化研究会長野大会の後援

l月19日 諏訪市神宮寺生産森林組合 武居城跡活用委員会 河西克造

2月5日 佐久市教育委員会 国史跡龍岡城跡保存整備委員会 河西克造

2月25日 筑北村教育委員会 筑北村民俗資料館の展示及び整備について 柳j畢亮

( 6 )学校関係への協力・指導

期 日 学校名 内
n廿与唱除 対応職員

4月30日 長野市立朝陽小学校 6年生授業「弥生時代の人びとのくらし」 柳j畢亮

8 月 17 日 ~28 日 金沢学院大学 インターンシップ 平林彰

8 月 17 日 ~28 日 長野工業高等専門学校 インターンシップ 平林彰

8月20・21日 通明小学校 考古学チャレンジ教室 平林彰

10月 20~22 日 篠ノ井束中学校 職業体験 平林彰

11月25・30日 長野養護学校 職業体験校外実習 平林彰

12月2・7・

9・14日

(7) 資料の貸し出し

貸与先 貸与資料 貸与期間 備考

株式会社ニューサイエ 柳沢遺跡銅文集合・単体写 メールで提供 デジタル写真 2枚

ンスネ土 真

株式会社古川弘文館 社宮司遺跡六角木瞳・仏画写 メールで提供 デジタル写真 2枚

真

中野市立博物館 柳沢遺跡シカ絵土器 5 月 15 日 ~6 月 15 日 土器 l点

株式会社雄山閣 駒込遺跡縄文土器写真 掲載許可

飯田市教育委員会 鷲ヶ城後出土品及び写真 8 月 27 日 ~12月 8 日 遺物11点

写真等6点
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貸与先 貸与資料 貸与期間 備考

長野県立歴史館 柳沢遺跡青銅器・玉類・土 9 月 15 日 ~12月 1 日 品目・数量の詳細は別途

器・石器等

力石条里遺跡再葬墓土器

株式会社新泉社 竹佐中原遺跡地形・石器出 許可日 ~7 月 1 日 カラーポジフィルム 3枚

土状況・石器写真

千曲市教育委員会 東候遺跡空中写真ほか メールで提供 デジタル写真 6枚

千曲市森将軍塚古墳館 社宮司遺跡緑粕手付瓶出土状 7 月 28 日 ~8 月 25 日 カラーポジフィルム l枚

況写真

東京法令出版株式会社 柳沢遺跡銅文 シカ絵単体写 メールで提供 デジタル写真 2枚

真

株式会社ネクストパブ 柳沢遺跡疎床木棺墓、銅鐸、 メールで提供 デジタル写真 3枚
リッシング 銅文写真

長野県立歴史館 竹佐中原遺跡関連資料 10月 20 日 ~4 月 16 日 A地点石器接合資料レプリカ

デジタルデータは提 石器出土分布図デジタルデータ

供

中野市教育委員会 柳沢遺跡銅文写真 メールで提供 デジタル写真 l枚

長野県立歴史館 上五明条里水田祉関連写真 11月 18 日 ~12月 25 日 SK04 35mmホ。γ

SB25 ブローニーポジ

一般社団法人日本考古 柳沢遺跡銅文写真 メールで提供 デジタル写真 l枚

学協会

長野市民新聞社 社宮司遺跡六角木櫨 2次利用 デジタル写真l枚

八ヶ岳旧石器研究グ 西一里塚遺跡ほか写真 メールで提供 デジタル写真7点
jレープ

御代田町浅間縄文 西近津遺跡群ほか出土遺物及 1 月 19 日 ~2 月 19 日 遺物8点

ミュージアム ぴ写真 デジタル写真4点

中野市立博物館 月岡遺跡ほか出土品 2 月 16 日 ~3 月 9 日 千回遺跡7点

川久保遺跡7点

月間遺跡3点
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VI 組織・事業の概要

( 1 )組織

財団法人長野県文化振興事業団

{役員] 10名

理事長 長野県副知事 副理事長 県芸術文化協会会長 常務理事県企画部付

理事 県民文化会館長伊那文化会館長松本文化会館長信濃美術館長駒ヶ根高原美術館副館長

サイトウ・キネン・フェステイパル松本総合コーデイネーター

監事 2名

|事務局 5名
所長

|埋蔵文化財センター 36名
副所長(兼管理部長)

[県民文化会館 16名
管理部 4 (5)名

管理部長係長職員臨戦

!伊那文化会館 14名
-調査部 31名

|信濃美術館 24名

一一課長 主任調査研究員

|飯田創造館 6名
調査研究員 臨職

調査第2課 16名

課長 主任調査研究員

調査研究員

( 2 )職員(事務系臨時職員を除く) H22. 3.10現在

所 長 仁科松男

副所長 阿部精一

主国立 管理部長(兼) 阿部精一

理 管理係長 窪田秀樹

音日 職 員 西j幸宏明戸谷良子

調査部長 平林彰

調査課長 〔第l課〕上田典男 〔第2諜〕大竹憲昭

主任調査研究員 〔第 1課〕綿田弘実 岡村秀雄 〔第2課〕賓瀬昭弘
調

〔第l課〕白沢勝彦市川隆之河西克造鶴田典昭西香子
:1三!E 贋田和穂寺内貴美子市川桂子曳地隆元
音日 調査研究員 〔第2'd果〕寺津正俊上回真藤松慎一郎若林卓中野亮一

藤原直人棲井秀雄川崎保費田明柳津亮

太田潤古賀弘一内堀団清水梨代

調査員 〔第1課〕大沢泰智鈴木時夫
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( 3 )事業 経費はH22.3.10現在

事業名 委託事業者 事業個所 事業内容 経費(千円)

中部横断自動車道
国土交通省 佐久市 発掘作業

381，700 
関東地方整備局 近津遺跡群ほか 整理作業

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーーーーー ーー戸ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー同事開--冊聞欄胃胴ー 伺帯情骨明 F司---明開制・.砂田骨司柵伺伺桐明桐明咽胃胃胴骨骨帽桐明--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー再開 E司『司明--幽ーーーー

一般国道474号 国土交通省 飯田市 発掘作業
65，738 

飯喬道路 中部地方整備局 下村遺跡ほか 報告書刊行

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司司骨骨伺開明暢開時ー『司 『骨-_---ーーーー司骨明曹関伺伺司-伺伺伺司ーーー同開 Fーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー伺'・ーーー

北陸新幹線 北陸新幹線建設局
長野市 発掘作業

57，569 
沢田鍋土遺跡ほか 報告書刊行

調
-ーー--陸曲幅値幽曲ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー -----------------_・M値

(主)長野上回線 千曲建設事務所
坂城町

発掘作業 23，455 FJι L 
上五明条里水田祉ほか

託
桐情--・-----幽・..幽幽困凶幽幽幽曲---ーー園陸ー-------国幽 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー-ーーーーーーー---ーーーーーーーー

事 査
業 一般国道18号 国土交通省 千曲市 整理作業

41，738 
(更埴坂城バイパス) 関東地方整備局 東候遺跡ほか 報告書刊行

同骨骨『開明骨骨閉帽・_.幽.睡幽・.幽ーーー・・ M砂岨岨晶凶値幽畠.-・_.砂幽幽 ーーーー--・凶ーーーーーーーーーーーーーーーーー圃ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー薗園出----ーーーーーー---・ M
幽--・..合値幽幅値副..幽幽岨--喧園陸ーーー

替佐・柳沢築堤
国土交通省 中野市

整理作業 45，297 
千曲川河川事務所 柳沢遺跡ほか

ーーーー司帽"・---闘桐槽骨骨司明・・・・・ー・-------晶---ーーー・..砂 M・.幽--曲ーー-ーー--困----ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー幽岨・..““ーーー--ー』ー-ーーーー--値幽-------岨ー---幽幽値岨幽.幽岨幽幽副・・ー.岨副.-ー・・・・・ a骨闘帽情柵陪帽・・・・・ー

(主)長野上田線 千曲建設事務所
千曲市

整理作業 28，920 
力石条里遺跡群ほか

研
専門的知識技術の習得 県教育委員会 奈良文化財研究所 研修 218 

イ疹

6月 速報展長野県の遺跡発掘2009 長野県立歴史館

7月 速報展長野県の遺跡発掘2009 長野県伊那文化会館

自主
速報展など

8月・夏休み考古学チャレンジ教室

事業 2月:屋代市民ギャラリー展

3月:速報展 長野県の遺跡発掘2010 長野県立歴史館

随時:遺跡見学会
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